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研 究 会 だ よ り 
第７３回岡山実験動物研究会例会 
平成 29 年 7月 7 日（金）午後 1 時 30分から
午後 5 時 40 分まで岡山大学農学部第３講義室
で松山 誠先生(重井医学研究所）のお世話で開
催された。受付で記帳された参加者数は 62 名
であった。 
国枝哲夫会長による開会のあいさつの後、一
般講演が行われた。一般講演１は「コーヒー香
気の抗鼻炎作用と豆の種類による作用の差異」 
と題して、辻本まどかさん、林 泰資先生（ノ
ートルダム清心女子大学大学院・人間生活学研
究科・食品栄養学）が講演された。一般講演 2
は「マクロファージが分泌する細胞外小胞は乳
酸菌の抗肥満効果を媒介する」と題して、伊藤
洋平君、鶴田剛司先生、西野直樹先生ら(岡山
大院・環境生命科学科、北海道大学院農学研究
院)が講演された。上記の 2 題の司会は竹内 栄
先生(岡山大学大学院自然科学研究科・理学部
生物学科) が担当された。 
一般講演 3 は「ニワトリにおける遅羽性 K
遺伝子の作用メカニズムの解析」と題して、岡
村彩子さん、相澤清香先生、御輿真穂先生、高
橋純夫先生、都築政起先生、竹内 栄先生ら(岡
山大・理・生物・岡山大・院・自然科学・広島
大・院・生物圏科学)が講演され、一般講演 4
は「受精後のＤＮＡメチル化リプログラミング
における種間差異」と題して、澤田友季乃さん、
舟橋弘晃先生、若井拓哉先生（岡山大学大学院
環境生命科学研究科動物生殖細胞工学分野）が
講演された。この 2 題の司会は工藤季之先生
（就実大学薬学部薬学科) が担当された。 
一般講演 5は「ラット隆起部におけるニュー
ロメジン Uの発現とその制御メカニズム」と題
して、相澤清香先生、御輿真穂先生、竹内 栄
先生、高橋純夫先生ら(岡山大学大学院自然科
学研究科生物科学専攻)が講演され、司会は安
藤元紀先生(岡山大学大学院教育学研究科・細
胞生理学研究室)が担当された。  
 一般講演 5 が終了した後、休憩を取った。 
その後、事務局(会長)から会務報告があった。
なお、会務報告は平成 29 年度第 1 回理事会の
記載内容(81～83 頁)を参照下さい。 
会務報告後、一般講演 6 に移った。 
一般講演 6は「細胞周期と細胞極性のクロス
トーク－分裂酵母を用いた基礎研究から腎障
害モデルマウスを用いた医学研究まで－」と題
して、古家野孝行先生(重井医学研究所分子遺
伝部門、The Francis Crick Institute, Cell 
Regulation Laboratory)が講演され、司会は目 
加田和之先生(岡山理科大学理学部動物学科）
が担当された。分裂酵母の基礎研究については、 
イギリスの The Francis Crick Institute, 
Cell Regulation Laboratory での研究成果を
お話になられた。 
特別講演 は「冬眠する哺乳類シリアンハム 
スターに学ぶ、冬眠可能な生体状態とは？」と
題して、山口良文先生（東京大学 大学院薬学
系研究科 遺伝学教室）が講演され、司会は松
山 誠先生(重井医学研究所分子遺伝部門)が担
当された。 
上段左より 辻本氏、伊藤氏、岡村氏、澤田氏 
中段左より 相澤先生、古家野先生、山口先生 
下段    会場の聴衆者の皆様 
特別講演が終わった後、閉会のあいさつがあ
り、その後、大学生協ピーチユニオン 4 階に会
場を移して、懇親会が午後 6 時から持たれた。  
はじめに、会長の国枝哲夫先生と世話役の松山
誠先生の開会のあいさつがあり、続いて前会長
の織田銑一先生から乾杯のご発声があった。特
別講演、一般講演の講師の先生方や学生の皆さ
ん、会員相互の親睦、交流を深めた。 
 閉会のあいさつは 4 代目会長で名誉会員の
倉林 譲先生がなされ、会を締めくくられた。 
一般講演１
コーヒー香気の抗鼻炎作用と豆の種類による
作用の差異
○辻本まどか，林  泰資
ノートルダム清心女子大学大学院・人間生活学
研究科・食品栄養学専攻
【目的】我々は，コーヒー香気のストレス制御
作用と豆の種類による作用の違いについて検
討してきた。これまで，グアテマラ香気がスト
本研究会 HPより引用
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レス緩和や抗不安作用（リラックス作用）を，
ブラジル香気が覚醒レベル上昇や抗疲労作用
（リフレッシュ作用）を有することを行動薬理
学的手法により明らかにした*。一方，アレル
ギー性鼻炎などのアレルギー疾患はストレス
と深い関連があり，ストレスが症状を悪化させ
る要因として知られている。しかし，ストレス
のアレルギー疾患への影響は，そのタイプ，強
さ，持続時間などによって異なることも報告さ
れている。最近我々は，卵白アルブミン（OVA）
によって作製したアレルギー性鼻炎モデルマ
ウスの症状が，ブラジル香気の暴露により抑制
されることを明らかにした。本研究では，コー
ヒー香気のストレス制御作用と抗アレルギー
作用との関連性を調べる一環として，２種類の
鼻炎モデルを用い，リフレッシュ作用を有する
ブラジル香気と，リラックス作用を有するグア
テマラ香気の抗アレルギー作用について比較
検討した。
【方法】BALB/c 系雌性マウスを使用し，OVA
モデルとヒスタミンモデルの 2 種類の鼻炎モ
デルを作製した。OVA モデルは，OVA および
水酸化アルミニウムゲルを初回感作として腹
腔内投与し，その 5 日後にも同様の投与を行っ
た。初回感作から 14 日後より，連日 OVA を
反復点鼻投与し，鼻炎モデルを作製した。ヒス
タミンモデルは無処理のマウス鼻腔にヒスタ
ミン溶液を 1 回のみ，直接点鼻して鼻炎症状を
誘発した。コーヒー香気の抗鼻炎作用の評価は，
OVA およびヒスタミンモデルマウスをプラス
チック容器内で，ブラジルあるいはグアテマラ
香気に 15 分間暴露後，OVA あるいはヒスタミ
ン溶液を点鼻し，鼻炎症状の観察を 10 分間行
った。鼻炎症状は，鼻掻きとくしゃみ回数を指
標とした。
【結果と考察】ブラジル香気の暴露により，
OVA モデルおよびヒスタミンモデルの鼻炎症
状は抑制された。しかし，グアテマラ香気では
いずれのモデルでも効果はなかった。前述のよ
うに，ブラジル香気はリフレッシュ作用を有し，
マウスの覚醒レベルを高める。また我々は別の
実験で，ブラジル香気の暴露により血中コルチ
コステロンやカテコールアミン濃度が増加す
ることを明らかにしている。これらの結果は，
マウスにとってブラジル香気がストレッサー
として作用していることを示唆している。これ
らのストレス関連ホルモンが，抗鼻炎作用に関
与している可能性が考えられる。
*Aroma Research, 18 (1), 28-33, 2017
一般講演２ 
マクロファージが分泌する細胞外小胞は乳酸
菌の抗肥満効果を媒介する 
1 伊藤洋平、1 鶴田剛司、1 西野直樹、1Terry 
Muhomah、2園山慶  
1 岡山大院・環境生命科学科、2 北海道大学院
農学研究院
【背景・目的】Lactobacillus plantarum No.14 株
(LP14)は、マウスに経口摂取させることで白色
脂肪細胞への脂肪蓄積抑制効果やインスリン
感受性の改善効果が報告されている。しかし、
腸管から遠く離れた脂肪組織に LP14 の刺激が
どのように伝達され、抗肥満効果を発揮してい
るかは不明である。摂取した乳酸菌の一部は腸
管の M 細胞から取り込まれ、粘膜下の貪食細
胞に貪食されることが知られている。乳酸菌を
貪食した貪食細胞は全身循環することができ
ないため、分泌物を媒介因子として乳酸菌刺激
を全身の細胞に伝達していることが考えられ
る。貪食細胞の分泌物には、サイトカインをは
じめとするタンパク質や細胞外小胞がある。
我々は、これらの分泌物のうち組織指向性を有
する細胞外小胞（Extracellular vesicles：EVs）
に着目し、「LP14 を貪食した貪食細胞が分泌し
たEVsがLP14の脂肪蓄積抑制効果を媒介する」
という仮説を立てた。本研究では、LP14 の抗
肥満効果のメカニズムを解明するためにこの
仮説を検証した。
【材料・方法】C57BL/6J マウスの骨髄から分
化誘導したマクロファージを単独または LP14
存在下で培養し、培養上清を回収した。超遠心
分離法により EVs を回収した（対照 EVs、
LP14EVs）。本研究では、EVs が作用する細胞
としてインスリンの標的細胞である白色脂肪
細胞および骨格筋細胞を想定し、マウス脂肪前
駆細胞株 3T3L1 および筋芽細胞株 C2C12 をそ
れぞれ供試した。EVs の細胞内取り込みを評価
するために、PKH67 染色した EVs の取り込み
を蛍光顕微鏡で評価した。LP14EVs が白色脂
肪細胞の脂肪蓄積に及ぼす影響を検証するた
めに、EVs と 3T3L1 を共培養後、脂肪蓄積を
Adipored 法により、脂肪代謝関連の遺伝子発現
を qPCR 法によりそれぞれ評価した。また、白
色脂肪細胞および骨格筋細胞の糖取り込みに
LP14EVs が及ぼす影響を評価するために、EVs
と 3T3L1 および C2C12 をそれぞれ共培養後、
糖取り込みを 2-NBDG 法により評価した。 
【結果・考察】対照 EVs と LP14EVs は 3T3L1
および C2C12 細胞の細胞内に取り込まれるこ
とが明らかとなった。対照 EVs と比較して
LP14EVs の添加により脂肪細胞の脂肪蓄積は
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添加濃度依存的に有意に抑制された。また、
LP14EVs は脂肪細胞分化のマスターレギュレ
ーターであるC/EBPαとその上流の転写因子で
ある KLF5 の発現を有意に抑制した。C/EBPα
の制御下にある遺伝子群のうち脂肪酸合成酵
素である FAS および ACC1、中性脂肪合成酵素
である Gpam、脂肪酸の細胞内取り込みを行う
LPL の遺伝子発現も対照 EVs と比較して
LP14EVs の添加により有意に抑制された。こ
の結果から、LP14 の脂肪蓄積抑制作用はマク
ロファージが分泌する細胞外小胞によって媒
介されていることが示唆された。
興味深いことに、LP14EVs が糖取り込みに
及ぼす影響は細胞種によって異なっていた。脂
肪細胞株である 3T3L1 では対照 EVs と比較し
て LP14EVs の添加により糖取り込みが有意に
抑制されたのに対し、骨格筋細胞株である
C2C12 では両 EVs の作用に違いが見られなか
った。これらの結果から、LP14EVs は脂肪細
胞に対してインスリン依存的な糖取り込み・脂
肪蓄積の抑制といったインスリン感受性を下
げる作用を示す一方で、骨格筋細胞のインスリ
ン感受性に対しては影響を与えないことが示
唆された。  
一般講演 ３ 
ニワトリにおける遅羽性 K 遺伝子の 
作用メカニズムの解析 
岡村彩子 1・増本絢音 1・竹之内 惇 3・相澤清香 1, 
2・御輿真穂 1, 2・高橋純夫 1, 2・都築政起 3 
竹内 栄 1, 2 
1 岡山大・理・生物・ 2 岡山大・院・自然科学・ 3
広島大・院・生物圏科学
ニワトリ初生雛の翼は主翼羽と覆翼羽の２層か
らなり，下層の主翼羽の伸長には，速羽性と遅羽
性の遺伝形質があることが知られている。この形
質は，性染色体である Z 染色体上に位置する羽
性遺伝子により支配されており，遅羽性 K 遺伝子
が速羽性 k+遺伝子に対して優性を示す。速羽性
のオス（k+/ k+）と遅羽性のメス（K/-）を交配すると，
雛の遺伝子型はオスでは K/ k+となりすべて遅羽
性を示すのに対し，メスでは k+/-となってすべて速
羽性を示すことから，この羽性遺伝子は初生雛の
雌雄鑑別を容易化する有用遺伝子として広く利
用されている。近年，遅羽性K遺伝子の構造が解
明され，プロラクチン受容体（PRLR）とそれに隣接
する sperm flagellar protein 2 遺伝子 （SPEF2）の
間に，遺伝子重複で生じた SPEF2（dSPEF2）と
PRLR（dPRLR）が互いに逆向きに連結した融合遺
伝子をもつことが明らかとなった（図 1 参照；
Elferink et al., 2008）。さらに，この融合遺伝子か
らは， dPRLR 由来の機能的なプロラクチン受容
体が作られることが報告されている（Bu et al., 
2013）。しかし，遅羽性 K 遺伝子がどのような仕組
みで羽形成を遅らせるのかについては未だ明ら
かになっていない。
本研究では，遅羽性 K 遺伝子の羽形成遅延作
用の分子メカニズムを明らかにすることを目的とし
て，融合遺伝子の構成遺伝子である dPRLR と
dSPEF2 それぞれの転写産物を 3’RACE および
RT-PCR によって同定した。本研究で初めて同定
された dSPEF2 mRNA は，dPRLR のコーディン
グ領域を超えてそのプロモーター上流域まで転
写され，様々な選択的スプライシングにより作られ
るものであった。このことは，dSPEF2 mRNA 産生
時に dPRLR 由来のプロラクチン受容体アンチセ
ンス RNA がつくられることを意味する。興味深い
ことに，dSPEF2 mRNA を発現する遅羽性個体の
組織では，PRLR mRNA，dPRLR mRNA のスプラ
イシングパターンに変化が観察された。
プロラクチンは換羽など，羽形成の制御に関与
することが報告されている。本研究で得られた結
果は，遅羽性 K 遺伝子が dPRLR 由来のプロラク
チン受容体アンチセンス RNAを産生することでプ
ロラクチン受容体発現を抑制し，羽形成を遅延さ
せている可能性を強く示唆する。
図 1：遅羽性 K 遺伝子座遺伝子の構造の模式図 
一般講演４ 
受精後の DNA メチル化リプログラミングに 
おける種間差異
澤田 友季乃、舟橋弘晃、若井拓哉
岡山大学大学院環境生命科学研究科
動物生殖細胞工学分野
哺乳類では受精後、分化全能性を獲得する着
床前の発生過程において、遺伝子発現のリプロ
グラミングが起こる。遺伝子発現を制御する主
要なエピジェネティクス修飾の一つである
DNA のメチル化修飾は、胚盤胞期までにゲノ
ム広範囲で脱メチル化がおこる。マウスやウシ
やヒトの場合、雌雄ゲノムで DNA 脱メチル化
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の様式に明確な差異が存在し、雌性ゲノムでは、
DNA 複製時に新規鎖でメチル化シトシン
（5mC）が維持されない結果生じる“受動的
脱メチル化”が卵割（細胞分裂）とともに進行
するのに対して、雄性ゲノムでは、受精直後に
5mC から 5-ヒドロキシメチル化シトシン
（5-hmC）への変換を介した急速な脱メチル
化 “能動的脱メチル化”が起こる。ところが、
雌雄ゲノムでみられるDNA脱メチル化の非対
称性は、ウサギやヤギ等の幾つかの動物種では
認められない。以前我々が行ったブタ受精卵を
用いた研究においても、雄性ゲノムで明瞭な能
動的脱メチル化が観察されなかった。そこで本
研究では、ウシやブタ等の異種の精子をマウス
卵へ顕微注入し、DNA メチル化リプログラミ
ングの種間差異について検討した。
未受精卵は 8～12 週齢の BDF1 雌マウスに
過排卵処理を行い採取した。顕微授精には 12
週齢の BDF1 雄マウスの精巣上体尾部から採
取した精子、黒毛和種種雄牛由来の凍結融解精
子およびバークシャー種の雄ブタから採取し
た新鮮精子を用いた。顕微受精後、前核期の受
精卵を固定透過処理し、5mC および 5-hmC を
免疫蛍光染色により解析した。
マウスの精子を注入した前核期卵では、雌性
前核で検出された明瞭な 5mC が雄性前核では
検出されず、雄性前核でのみ 5-hmC が検出さ
れた。ウシ精子を注入した前核期卵では、マウ
スと同様の検出パターンが観察されたのに対
して、ブタ精子を注入した卵の多くで、雄性前
核に 5-hmC が検出されたが、5mC が検出され
た卵とされなかった卵が観察された。ブタの雄
性ゲノムでは、
能動的脱メチル化が起こらないとされていた
が、マウス卵内においては一部誘導されること
が明らかとなった。マウスでは 5mC から
5-hmC へ の 変 換 は 卵 内 の ten-eleven 
translocation 3 ( TET3 )活性により誘導され
ることが分かっており、ブタなどの能動的脱メ
チル化が起こらない動物種では卵内の TET3
の活性が低い可能性が考えられる。
一般講演 ５ 
ラット隆起部におけるニューロメジン U の
発現とその制御メカニズム 
相澤清香、顧婷婷、神之田有紗、藤岡竜矢、 
御輿真穂、竹内 栄、高橋純夫 
岡山大学大学院自然科学研究科生物科学専攻 
 脳下垂体は、神経性下垂体の後葉と腺性下垂
体の前葉、中葉、そして隆起部から構成される。
隆起部は、下垂体前葉が口吻側へ伸び、正中隆
起の下を覆うようにして存在する薄い細胞層
の部分である。隆起部にはメラトニン受容体が
高発現していることが古くから知られており、
さらには生物時計を作り出す時計遺伝子の発
現に日内リズムが認められ、それは光環境の変
化に応答する。そのため隆起部は日周的、季節
的な生理機能制御においてなんらかの重要な
役割を担っているのではと考えられてきた。し
かしながら隆起部はその解剖学的位置から、他の
脳部位に影響を与えずに摘除をしたり、薬剤を投
与したりすることが困難であり、その研究はあまり
進んでいない。 
 隆起部は糖タンパク質ホルモン産生細胞と
濾胞星状細胞より構成される内分泌器官であ
ることが、ヒトを含めた多くの四脚脊椎動物で
確認されている。我々のこれまでの検討により、
ラットの隆起部ではその他にもニューロメジ
ン U が高発現しており、その mRNA 発現には明
期に高く暗期に低い日内リズムがみられるこ
とを発見した。ニューロメジン U(NMU)はブタ
脊髄から同定された神経ペプチドであり、中枢
神経系および腸管での発現が報告されている。
NMU はノックアウトマウスで過食、肥満、トラ
ンスジェニックマウスで食が減り、痩せ型とな
ることから、摂食抑制作用、エネルギー調節作
用をもつと考えられている。本研究では、隆起
部においてニューロメジン U 発現を制御する
因子を、脳スライス培養法において検討した。
隆起部ではメラトニン受容体サブタイプ MT1a
およびアデノシン受容体サブタイプ A2b が高
発現していることに着目し、メラトニンおよび
アデノシンの作用を検討した。その結果、アデ
ノシンおよびアデノシン受容体アゴニストの
刺激により NMU mRNA 発現は有意に促進され、
一方、メラトニンの作用によって有意に抑制さ
れることが示された。その後のルシフェラーゼ
アッセイを用いたプロモーター活性能の検討
においてもアデノシンがラット NMU の転写を
促進することが明らかとなった。これらの結果
より、隆起部における NMU mRNA 発現はアデノ
シンとメラトニンが拮抗的に作用することで
日内リズム発現を形成していることが示唆さ
れた。 
一般講演 ６ 
細胞周期と細胞極性のクロストーク 
－分裂酵母を用いた基礎研究から腎障害モデ
ルマウスを用いた医学研究まで－ 
古家野 孝行 
1)重井医学研究所、分子遺伝部門
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2)The Francis Crick Institute, Cell
Regulation Laboratory
細胞の機能や細胞集団に方向性を与えるの
が、細胞極性である。細胞極性は発生、分化の
過程や細胞分裂など様々な生命現象の基盤と
なっている。これらの制御機構の異常はがん等
の疾患と密接に関連しているが、分子レベルで
の理解は十分とは言えない。我々は単細胞モデ
ル生物である分裂酵母（Schizosaccharomyces 
pombe）を用いた研究から、細胞周期チェック
ポイントと細胞極性の連携制御機構を発見し
た。 
分裂酵母は円筒形の形態をしており、細胞周
期を通して直径が一定で、細胞端でのみ極性成
長する。興味深いことに、細胞周期の G2 期に
おいて、片側細胞端での単極成長から、両側で
の両極成長へと成長様式を変化させる
（NETO;New End Take Off）。 
NETO を指標としたゲノムワイドな解析から、
Cds1/Chk2（チェックポイントキナーゼ）、カ
ルシニューリン、Cki3（Ⅰ型カゼインキナーゼ）
が関わる、一群のシグナル伝達経路を同定した。
その後の解析により、Tea1（細胞極性因子）、
Tip1/CLIP170（微小管結合因子）のリン酸化・
脱リン酸化反応により NETO が制御されている
ことを明らかにした。 
最近、マウス急性腎障害モデルを用いて、細
胞極性と細胞周期の腎疾患への関係について
の研究を始めた。本発表では分裂酵母における
細胞周期と細胞極性の連携制御の詳細と、腎疾
患におけるこれらの関係性について議論した
い。 
参考論文 
Kume K, Koyano T, Kanai M, Toda T, Hirata D 
(2011) Calcineurin ensures a link between 
the DNA replication checkpoint and 
microtubule-dependent polarized growth. 
Nat Cell Biol 13: 234-242. 
Koyano T, Konishi M, Martin SG, Ohya Y, 
Hirata D, Toda T, Kume K (2015) Casein kinase 
1γ ensures monopolar growth polarity under 
incomplete DNA replication downstream of 
Cds1 and calcineurin in fission yeast. Mol 
Cell Biol 35: 1533-1542. 
Koyano T, Barnouin K, Snijders AP, Kume K, 
Hirata D, Toda T (2015) Casein kinase 1γ 
acts as a molecular switch for cell 
polarization through phosphorylation of the 
polarity factor Tea1 in fission yeast. Genes 
Cells 20: 1046–1058. 
特別講演 
冬眠する哺乳類シリアンハムスターに学ぶ、冬
眠可能な生体状態とは？ 
山口 良文   
東京大学 大学院薬学系研究科 遺伝学教室 
 冬眠は、寒冷・飢餓などの過酷な環境を、代
謝を抑制し低体温状態で乗り切る生命現象で
ある。哺乳類は外界温度に依存せず体温を一定
に維持する恒温性を獲得したが、その中にもク
マやリスをはじめ低体温状態で冬眠する哺乳
類が存在する。ヒトをはじめとする多くの哺乳
類は低体温耐性がなく冬眠できないことを考
えると、これら冬眠する哺乳類の備える冬眠能
力は驚異的である。近年の研究から、冬眠動物
であるクマやリスも 1 年中冬眠可能なのでは
なく、冬の冬眠可能な生体状態と、夏の冬眠不
能な生体状態とを、春と秋にスイッチ（リモデ
リング）することが示唆されている。しかし、
冬眠する哺乳類の多くは野生動物であり、実験
室での飼育や実験系の構築には困難が伴う。そ
のため、冬眠可能な生体状態やそのリモデリン
グ機構は未だ多くの点が不明のまま残されて
いる。 
 シリアンハムスターは、クローズドコロニー
からの動物供給・購入が唯一可能な、冬眠する
哺乳類である。私たちは数年前から、冬眠可能
状態の実現機構の解明を目指し、シリアンハム
スターを用いた研究を開始した。現在までに、
安定した冬眠誘導系を樹立することで、シリア
ンハムスターが長期間の短日寒冷刺激に応答
して示す生体リモデリングを同定した
（Chayama, et al., R.Soc. Open Sci., 2016）。
これらには、基礎体温と体重セットポイントの
変更、脂質代謝の亢進などが含まれる。さらに
次世代シーケンサーを用いた網羅的遺伝子発
現解析により、肝臓、白色脂肪組織、骨格筋な
どエネルギー代謝制御に関わる組織で、冬眠可
能状態特異的遺伝子発現パターンを明らかに
している。本セミナーではこれらの生体変化と
その冬眠制御における意義について紹介する
とともに、シリアンハムスターの実験モデル生
物としての可能性についても議論したい。
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
第７４回岡山実験動物研究会例会  
平成 29 年 11 月 17 日（金）午後 1 時 30 分
から午後5時25分まで加計学園50周年記念館
ホール 4 階(岡山理科大学)で愛甲博美先生・目
加田和之先生(岡山理科大学）のお世話で開催
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された。受付で記帳された参加者数は 59 名で
あった。国枝哲夫会長による開会のあいさつの
後、記念講演 1 が行われた。記念講演１は「マ
ウス視床下部・下垂体・生殖腺系における転写
因子 Runx3 の役割」と題して、来春ご退官され
る高橋純夫先生(岡山大学大学院自然科学研究
科地球生命物質科学専攻)が講演された。座長
は国枝哲夫先生(岡山大学大学院環境生命科学
研究科)が担当された。講演終了後、国枝会長
から高橋先生に花束が贈呈された。その後、休
憩を取り、次の講演が始まる前に、事務局(会
長)から会務報告があった。なお、会務報告は
平成 29 年度第 2 回理事会の記載内容(83～84
頁)を参照下さい。次に、特別講演に移った。
特別講演は「ニワトリコクシジウム症：アイメ
リア・テネラ感染メカニズムの解明に向けて」
と題して、畑生俊光先生(岡山大学大学院環境
生命科学研究科農生命科学専攻動物生理学)が
講演された。座長は竹内 栄先生(岡山大学大学
院自然科学研究科地球生命物質科学専攻)が担
当された。その後、記念講演 2「生体内水銀の
体外排泄に関する研究」と題して、来春ご退官
される愛甲博美先生(岡山理科大学理学部動物
学科)が講演された。座長は樅木勝巳先生(岡山
大学自然生命科学研究支援センター動物資源
部門)が担当された。講演終了後、国枝会長か
ら愛甲先生に花束が贈呈された。  
本研究会 HP より引用
上段左より 高橋先生・愛甲先生・畑生先生
中段     聴衆の皆様
下段左右   高橋先生と愛甲先生への花束贈呈
    中央   国枝会長 (開会のあいさつ) 
 記念講演 2 は予定より早めに終了したが、予
定通り午後 6 時から懇親会が岡山理科大学 A2
号館 8 階ラウンジで行われた。はじめに、会長
の国枝哲夫先生のあいさつがあり、続いて樅木
勝巳先生から乾杯のご発声があった。閉会のあ
いさつは前会長の織田銑一先生がなされ、一本
締めで会を締めくくられた。岡山市内の素晴ら
しい夜景が見渡せる場所で、会員及び学生諸氏
相互の親睦、交流を深めることができた。 
記念講演１ 
マウス視床下部・下垂体・生殖腺系における転
写因子 Runx3 の役割
高橋 純夫
岡山大学大学院自然科学研究科
地球生命物質科学専攻 
Runx1, Runx2, Runx3 は，runt ドメインを
もつ転写因子である。Runx3 は，胃の腺上皮
の増殖を抑制し，且つアポトーシスを誘導し，
胃がんや食道がんのがん抑制遺伝子といわれ
ている。そこで， Runx3 の子宮内膜細胞の増
殖制御への関与を調べるために，Runx3 ノッ
クアウトマウスの子宮を調べたところ，予想に
反して，子宮は退化し，さらに卵巣には黄体が
なく無排卵であった (Sakuma et al., 2008)。
この結果より，雌マウスにおいて Runx3 は卵
巣機能や排卵制御に関与することが示唆され
た。しかしながら，雌マウスの生殖機能の制御
機構における Runx3 の役割は不明であった。
そこでマウスの視床下部・下垂体・生殖腺系に
おける Runx3 の役割を明らかにすることを目
的として解析をすすめてきた。
Runx3 は，視床下部を含む脳，下垂体前葉，
卵巣，子宮などの様々な器官や細胞に発現して
いた。卵巣では１次卵胞から，発達した胞状卵
胞に至る卵胞の顆粒膜細胞に，子宮内膜では内
腔上皮細胞や間質細胞の一部にRunx3 mRNA
が発現し，これらの細胞機能の制御に関与する
ことが示唆された。
 排卵や，その他の卵巣機能は視床下部・下垂
体によって制御されている。視床下部，下垂体，
卵巣には Runx3 が発現しているので，いずれ
の器官において Runx3 が排卵の制御に関与す
るのかを調べるために，Runx3 ノックアウト
マウスと野生型マウスとの間で，卵巣の交換移
植をおこなった。野生型マウスの卵巣を
Runx3 ノックアウトマウスの皮下に移植した
ところ，移植卵巣では黄体化がおきず無排卵で
あった。その一方，Runx3 ノックアウトマウ
スの卵巣を野生型マウスに皮下移植したとこ
ろ，移植卵巣では黄体化が認められ排卵をして
いることがわかった。これらの結果から，
Runx3 ノックアウトマウスにおける無排卵は，
視床下部・下垂体の機能低下に起因することが
示唆された。
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Runx3 ノックアウトマウスの視床下部にお
ける生殖腺刺激ホルモン放出ホルモン
(GnRH) と ， GnRH の 分 泌 を 制 御 す る
Kisspeptin (Kiss1)の産生ニューロンについて
解析した。雌の Runx3 ノックアウトマウスに
おいて，視床下部前室周囲核の Kiss1 mRNA
発現が低下する一方，弓状核の Kiss1 mRNA
は増加していた。また GnRH 遺伝子の発現は
増加していた。さらに，卵巣のステロイド産生
機能を解析したところ，Runx3 ノックアウト
マウスではステロイド合成酵素の遺伝子であ
るCyp11a1とCyp19a1の発現が低下していた。
Cyp19a1 は卵巣顆粒膜細胞で発現しているの
で， Cyp19a1 の発現制御に Runx3 が関与し
ていることが考えられる。これらの結果より，
Runx3 は視床下部や卵巣において排卵制御や
ステロイドホルモン産生の制御に関与するこ
とが示唆された。
Runx3 ノックアウトマウスでは卵胞発達に
遅延が認められ，Runx3 は卵胞発達の制御に
関与すると考えられる。また，Runx1 や Runx2
は，排卵直前の卵胞顆粒膜細胞から発現し，黄
体にも発現し，卵巣の黄体化の制御に関与する
といわれている(Park et al., 2010 など)。この
ように，３種の Runx 転写因子は卵胞発達の段
階に応じて卵胞機能の制御に関与していると
考えられる。
特別講演  
ニワトリコクシジウム症：アイメリア・テネラ
感染メカニズムの解明に向けて 
畑生 俊光 
岡山大学大学院環境生命科学研究科 
農生命科学専攻動物生理学
食料需要の世界的高まりを受けて、ニワトリ
を含む家禽類は産業動物としての重要性が増
している。家禽類の一般的な飼養形態は密飼育
が主流であり、一度病原体の侵入を許すと感染
が爆発的に拡大するため感染症対策が重要で
ある。
コクシジウム症は、家禽産業において最も注
意を要する感染症の一つとして知られている。
コクシジウム症は、腸管寄生原虫であるアイメ
リア属原虫を病原体とする。アイメリア属原虫
は、宿主細胞への侵入型虫体であるスポロゾイ
トを内含する成熟オーシストの経口摂取によ
り感染が成立する。コクシジウム症は、下痢・
血便が主症状であり、感染ニワトリは、衰弱す
ることで飼料の摂取量が減少するため、増体抑
制や飼料効率の悪化が生じる。またオーシスト
は、乾燥や消毒薬に対し高度な耐性を持つため、
一度飼育場へ侵入を許すとその排除は困難で
ある。すなわち養鶏業におけるコクシジウム症
は、飼育環境の清浄化などの日常的な感染症対
策による負担や本症発生による経済的損失も
大きいことを意味する。そのため、予防あるい
は早期発見と治療が重要となる。コクシジウム
症の対策は、治療よりは予防に重点が置かれ、
生ワクチンの投与あるいは治療薬を用いた予
防投薬が主流である。しかしながら、生ワクチ
ンの先祖がえりが原因と考えられる本症の発
生が散発的にみられるなど問題点も多い。
アイメリア属原虫の中で、アイメリア・テネ
ラ（テネラ）を原因とする盲腸コクシジウム症
は、血便・下痢を主症状とし、症状が激しい場
合はニワトリが死亡する。テネラの感染は、成
熟オーシストの経口摂取により開始される。感
染ニワトリから排出された未成熟オーシスト
は、環境中で 2 つのスポロゾイト（侵入型虫体）
を有するスポロシスト４つを内含するオーシ
ストへ成熟する。成熟オーシストは、摂取後胃
腸を通過する間に侵入型虫体を放出する。盲腸
へ到達した侵入型虫体は、盲腸上皮細胞へ侵入
後、寄生胞を形成してその内部で分裂増殖する。
このステップを 3 世代繰り返した後、原虫は雌
雄の生殖母体を形成し、これらの接合により最
終的にオーシストを形成する。形成されたオー
シストは、上皮細胞と共に糞便中へ脱落し、排
便に伴い外界へ排出される。
このように、テネラ感染について、その生活
環や寄生部位、感染に伴う免疫応答の一部が報
告されているが、テネラ感染初期の原虫侵入・
感染機構を含む病態形成機構の詳細は不明の
ままである。演者は、テネラ感染による盲腸コ
クシジウム症病態形成機構に関する分子基盤
や細胞間相互作用を解明することを最終目的
として研究を行っている。本演題では、ニワト
リコクシジウム症に関する話題とテネラの盲
腸上皮細胞への感染ルートと目されている免
疫応答・調節に重要な単核貪食細胞の役割を解
明するために行った実験について紹介する。
記念講演２ 
生体内水銀の体外排泄に関する研究
愛甲 博美
岡山理科大学理学部動物学科
 近年、魚介類及び野生動物への水銀汚染が問
題視され、人間の食生活にも少なからず影響が
出始めていることが懸念されている。生体内に
吸収・蓄積された水銀は、大部分が時間経過と
ともに体外に排出される可能性が高いが、水銀
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の大量摂取により水銀の一部が体内に留まり
生態に悪影響を及ぼすことが考えられている
（T.W.Clarkson, et.al）。生体内に取り込まれ
た水銀の排出法には、数種のキレート剤が水銀
の捕捉剤として治療に使われているが、種々の
問題点も指摘されている。
私どもはこれまで数種類のモリブデン錯体
を合成し、それぞれの錯体の特徴を利用した応
用研究として水銀の捕捉について検討してき
た。これらの数種類の錯体の中で、水銀捕捉に
応用できると思われる不完全キュバン型硫黄
架橋三核モリブデンアクア錯体（AQUA 錯体
と略す；[Mo3S4(H2O)9]4+）（H. Aikoh and T. 
Shibahara）およびこの錯体の改良型で中性溶
液中でも安定なニトリロ三酢酸(H3nta)を配位
子としたモリブデン錯体（NTA 錯体と略す；
[Mo3S4(Hnta)3]2+）（T. Shibahara, et.al）の合
成にも成功してきた。特に、この NTA 錯体溶
液（緑色）の特徴は水銀と特異的に反応し、紫
色に強く着色する点である。この特徴を利用す
ることによりこれまでに簡便な分光光度計を
用いる水銀の定量法や生体内に吸収・蓄積され
た水銀の体外排出に応用してきた（H.Aikoh 
and T. Shibahara）。更にはシステインを配位
子とする硫黄架橋複核モリブデン錯体
（[Na2[Mo2O2S2(L-cys)2]・4H2O；CYS 錯体と
略す）を合成し、この錯体が水銀イオンや鉛イ
オンとの親和性が非常に強いことを確認した。
また、上記の錯体の応用として、金属水銀蒸気
の曝露および水銀イオンを腹腔内注射したマ
ウスの生体内に吸収・蓄積された水銀の体外排
出に関して尿中への排出効果が得られるか検
討してきた。さらには、これらの結果を将来的
には野生動物からの水銀の体外排出に応用可
能であるか現在検討中である。
 これまで多くの硫黄架橋多核金属錯体を世
界に先駆けて合成し、これらの興味深い性質を
報告してきた。そこで、本稿はマウスの生体内
に吸収・蓄積された水銀が、NTA 錯体溶液お
よび CYS 錯体溶液をマウスに経口投与した際、
生体内水銀の尿中への体外排出を促進できる
可能性について検討したので報告する。  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
平成 29 年度第 1 回理事会 
平成 29 年 7月 7 日（金）12:30～13:00 まで                      
岡山大学農学部小会議室で開催された。 
1.平成 28(2016)年度の活動報告
①研究会例会の開催(2 回):第 71 回例会(会員
持ち回り会場)は 6 月 25 日(土)13:30～17:40
まで就実大学図書館 5 階 AV ホールで工藤季之
先生・古林呂之先生のお世話で開催された。 
一般講演 5 題・特別講演 2 題・懇親会(18:00
～19:40、就実大学 V 館 地下カフェテリア)が
企画された。 
第 72 回例会は 12 月 9 日(金)13:30～17:40
まで加計学園50周年記念館ホール4階(岡山理
科大学)で愛甲博美先生・目加田和之先生のお
世話で開催された。特別講演 2 題、記念講演 1
題・懇親会(18:00～19:40、岡山理科大学 A2
号館 8 階ラウンジ)が企画された。 
②研究会報発行・会員への送付
第 32 号を 4 月に発行、5 月に会員へ送付し
た。会報の大きさ A4版、140部。 
岡山大学学術成果リポジトリー等へのコン
テンツ登録及び公開(岡山大学中央図書館へ贈
呈)、文献情報誌の医中誌刊行会、JST 知識基
盤情報部への会報贈呈(5 月) 
③投稿規定の一部改正
現行: 8.会報の発行予定月は9月の年1回とし、
6 月末日を原稿提出の締切とする。 
改正: 8.会報の発行予定月は4月の年1回とし 
1 月末日を原稿提出の締切とする。 
④会員の異動 (1 月 1 日～12月 31 日)
入会 5 名、退会 10 名
⑤役員(平成 29 年～30 年度)の選任
会長 
国枝哲夫(岡山大・大学院環境生命科学研究
科・動物遺伝学・教授） 
理事 
愛甲博美(岡山理科大・理学部・動物学科・ 
教授） 
石井 猛(岡山理科大・工学部・教授） 
工藤季之（就実大学・薬学部・薬学科・准教授） 
紅林淳一(川崎医科大・中央研究センター・医 
用生物研究ユニット・ユニット長) 
嶋村三智也(㈱クラレ・くらしき研究センタ
ー・構造・物性研究所・主管） 
竹内 栄(岡山大・大学院自然科学研究科・ 
生体統御学分野・教授） 
松山 誠(重井医学研究所・分子遺伝部門・ 
室長) 
樅木勝巳(岡山大・自然生命科学研究支援セン
ター・動物資源部門鹿田施設・教授) 
山下光治(㈱エイチ・エス・ピー・取締役・ 
研究開発部長） 
山下広美(岡山県立大・保健福祉学部・栄養学 
科・教授) 
常務理事 
秋山耕陽(岡山大・自然生命科学研究支援セン
タ ・ー動物資源部門津島南施設・助教) 
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安藤元紀(岡山大・大学院教育学研究科・ 
細胞生理学研究室・教授） 
杉本幸雄(岡山大・大学院医歯薬学総合研究
科・国際共同創薬基盤センタ ・ー准教授） 
内藤一郎(今治明徳短期大学・ライフデザイン
学科・教授） 
古本佳代(倉敷芸術科学大・生命科学部・生命
動物科学科・准教授） 
三上崇徳(川崎医科大・中央研究部・中央研究
センター・技術員） 
目加田和之(岡山理科大・理学部・動物学科・
准教授） 
矢田範夫(岡山大・自然生命科学研究支援セン
タ ・ー動物資源部門・技術専門職員） 
監事 
河田哲典(岡山大・大学院教育学研究会・家政
教育講座・教授) 
林 泰資(ノートルダム清心女子大・大学院 
人間生活学研究科・教授） 
※監事、高橋純夫氏の後任として、常務理事の
河田哲典氏が今年 2 月 8 日開催の常務理事会
(メール会議)で選任された。 
⑥理事会・常務理事会の開催(各 2 回)
理事会     6 月 25日(土)、12 月 9日(金)
常務理事会 4 月 27日(水)、10 月 26日(水)
⑦第 71 回研究会例会の開催案内及び参考資料
「地区研究会の活動紹介」の別刷りを日本実験
動物学会・中四国の動物実験施設の関係者、各
地区研究会に配付し、例会への参加を呼びかけ
た。第 72 回研究会例会及び第二回中四国地区
動物実験施設連絡協議会開催の案内について
も県内の大学、中四国の動物実験施設の関係者
に配布した。 
⑧理事会・常務理事会の開催(各 2 回)
理事会     6 月 25日(土)、12 月 9日(金)
常務理事会 4 月 27日(水)、10 月 26日(水)
2.平成 28(2016)年度の会計収支報告
1 月 1 日～12 月 31 日までの会計収支報告は
収入の部として前年度繰越金 464,790 円、会費 
（53 人 115 口）115,000 円、賛助会費(8 社)        
240,000 円、寄付金(愛甲博美先生・目加田和 
之先生)9,000 円、郵便貯金利子 13 円、収入総
額は 828,803 円となり、一方、支出の部として、
印刷費(第32号会報)171,990円、通信費58,008
円、第 71 回例会謝金 20,000 円、補助 55,000 
円、第 72 回例会補助 50,000 円、雑費 8,706
円、支出総額 363,704 円で、残高は 465,099
円である。なお、雑費の内訳は振替手数料(8
社)940 円、収入印紙(200 円×7)1,400 円、振
替用紙印字サービス 452 円、振替受払通知票再
発行料514円、花束(記念講演)5,400円である。 
 平成29(2017)年 1月 11日(水)に監事の高橋 
純夫先生・林 泰資先生によって会計監査が行
われた。 
3. 平成 29(2017)年度の会計収支中間報告
1 月 1 日～7 月 5 日までの会計収支中間報告
は収入の部として前年度繰越金 465,099 円、会
費（10 人 13 口）13,000 円、賛助会費(7 社) 
210,000 円、寄付金 0 円、郵便貯金利子 0 円、
収入総額は 688,099 円となり、一方、支出の部
として、印刷費(第 33 号会報)139,968 円、通
信費 23,234 円、第 73 回例会謝金 0 円・補助 0
円、雑費 1,950 円、支出総額 165,152 円で、残
高は 522,947 円である。なお、雑費の内訳は振
替手数料(5 社)550 円、収入印紙(200 円×
7)1,400 円である。
4. 平成 29(2017)年度の活動経緯と計画
①研究会例会の開催(2 回)
第 73 回例会(会員持ち回り会場)は 7 月 7 日
(金)13:30～17:40 まで岡山大学農学部第 3 講
義室で松山 誠先生(重井医学研究所)のお世
話で開催された。一般講演 6 題・特別講演 1
題・懇親会(大学生協ピーチユニオン 4階)が企
画された。第 74 回例会は 11月中下旬に愛甲博
美先生・目加田和之先生(岡山理科大学)のお世
話で特別講演・記念講演・懇親会を企画してい
ただくことになった。 
②研究会報第 33 号の発行(4 月)、送付(5 月)、
贈呈(5 月)、第 34 号の編集、原稿募集、「施設
めぐり」の原稿依頼
③会員の異動 (1 月 1 日～ 7月 7 日)
入会 1 名:古家野孝行氏 (重井医学研究所・分
子遺伝部門)  
退会 2 社:アルファバイオ㈱ 岡山支店・高塚
ライフサイエンス㈱ (賛助会員)  
④会員の拡大
⑤ホームページ(HP)の維持・管理の担当者 (嶋
村氏の後任)
例会などの開催案内、講演要旨、会報原稿、
研究会の組織などの公開 
⑥学生・院生・若手の研究者・技術者が研究発
表できる機会を作る。 
⑦近隣大学・動物実験施設、関連学会・地区研
究会などとの連携協力、情報交換 
⑧理事会・常務理事会の開催(各 2 回)
常務理事会 5 月 17日、理事会 7 月 7日 
⑨その他
5.平成 30(2018)年度の活動計画
①研究会例会の開催（2 回）
〇第 75 回研究会例会(会員持ち回り会場)
世話役:竹内 栄先生（岡山大学理学部） 
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候補日 
 6 月下旬～ 7 月上旬(金)  6/22,29,  7/6   
〇第 76 回研究会例会(岡山理科大学)  
世話役: 目加田和之先生（岡山理科大学） 
候補日 
11 月中旬～12 月上旬(金) 11/16,30, 12/7 
②会報第 34号の発行(4 月予定)、送付、贈呈
③例会などの宣伝活動
④学生・院生・若手研究者・技術者が発表でき
る機会を作る。 
⑤役員の選任
⑥ホームページの維持・管理
⑦会員の拡大
⑧理事会・常務理事会の開催(各 2 回)
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
平成 29 年度第 2 回理事会        
  平成 29(2017)年 11月 11 日（金）12:30～ 
13:00まで加計学園50周年記念ホール4階(岡
山理科大学)で開催された。 
１.平成 29(2017)年度の活動経過・報告
①研究会例会の開催(2 回）: 第 73 回例会(会
員持ち回り会場)は7月 7日(金) 13:30～17:40
まで岡山大学農学部第 3 講義室で松山 誠先生
(重井医学研究所) のお世話で開催された。一
般講演 6 題・特別講演 1 題・懇親会(大学生協
ピーチユニオン 4 階)が企画された。 
第 74 回例会は 11 月 17 日(金)13:30～17:40 
まで加計学園 50 周年記念ホール(岡山理科大
学)で愛甲博美先生・目加田和之先生(岡山理科
大学理学部)のお世話で開催された。 特別講演
1 題・記念講演 2 題・懇親会（2 号館・8 階ラ
ウンジ、18:00～）が企画された。講師のご都
合で、記念講演 1 は最初に行われた。 
②研究会報の発行・会員への送付        
第33号の発行(平成29年4月)、送付(5月)、
贈呈(5 月)、73 頁、140 部発行 
※平成 22 年 3 月 24日、三谷元会長と岡山大学
附属図書館長との間で岡山大学学術成果リポ
ジトリー等へのコンテンツ登録に関する協定
書(有効期間一年間)が締結され、それ以降毎年
延長更新している。さらに、研究会報は特定非
営利活動法人医学中央雑誌(医中誌)刊行会や
科学技術振興機構（JST）にも贈呈している。 
③会員の異動 (1 月 1 日～11月 16 日)
 入会 1 名 : 古家野孝行氏(重井医学研究所・
分子遺伝部門) 
退会 1 名 : 本橋秀之氏(岡山大学・生殖補助
医療技術教育研究センター) (転勤)＋2 社     
アルファバイオ㈱岡山支店様、高塚ライフサイ
エンス㈱様 (賛助会員) 
④ホームページ(HP)の維持・管理(嶋村三智也
氏担当) 
例会などの開催案内、講演要旨、会報原稿、
研究会の組織などの公開。 
※HP の維持・管理は平成 30 年度から㈱エイ
チ・エス・ピーの山下光治氏・小野朋子さんに
引き継がれることになった。 
⑤学生・院生・若手の研究者・技術者等が研究
発表できるように努めた (第 73 回例会)。 
⑥近隣大学・中四国地区の動物実験施設宛に第
73 回、第 74回研究会例会の開催案内と講演要
旨集の配布を行い、地区研究会及び日本実験動
物学会宛に参考資料(会報第 33 号に掲載され
た地区研究会の活動紹介の別刷)を送付した。
⑦常務理事会・理事会の開催(各 2 回)
常務理事会  5 月 17 日(水)、10 月 18 日(金)
理事会 7月 7 日(金)、11月 11 日(土)
⑧その他
定額貯金の満期の手続き（平成 19 年 12 月
19 日、定額預金額 350,000 円）年利率 0.4%、
利子額 14,268 円、税額 2,185 円、税引後の利
子額 12,083 円、利子額は普通郵貯に預金。 
2.平成 29（2017）年度の会計収支中間報告
1 月１日～11 月 16 日までの会計収支中間報告
は収入部として前年度繰越金 465,009 円、会費
（17 人 21 口）21,000 円、賛助会費 (7 社）
210,000 円、寄付金(松山 誠先生)5,035 円、 
郵便貯金利子 0 円、収入総額は 828,803 円とな
り、一方、支出の部として、印刷費(第 33 号会
報)139,968 円、通信費 31,914 円、第 73 回例
会謝金 35,000 円、補助 30,000 円、第 74 回例
会謝金 0 円、補助 0 円 、雑費 2,464 円、支出
総額は239,346円で、残高は461,788円である。 
尚、雑費の内訳は振替手数料(5 社)550 円、収
入印紙(200円×7)1,400 円、振替受払通知票再
発行料 514円である。 
3.平成 30（2018）年度の活動計画
１)研究会例会の開催 
〇第 75 回例会(会員持ち回り会場) 6 月下旬
～ 7 月上旬(金)  6/22,29,7/6（候補日） 
世話役 : 竹内 栄先生(岡山大学大学院自
然科学研究科・理学部) 
〇第 76 回研究会例会(岡山理科大学) 11 月中
旬～12 月上旬(金) 11/16,30, 12/7(候補
日) 
2)会報第 34号の発行(4 月予定)、送付、贈呈、
第 35 号の編集
3)次期役員の選任 会則第 9条(役員の任期)、 
第 6 条(役員)理事 15～25 名、監事 2 名
4)会員の拡大
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5)ホームページ(HP)の維持・管理の継続 
6)今後も学生・院生・若手の研究者・技術者 
が研究発表できる機会を作る。 
7)近隣大学・中四国地区動物実験施設・地区 
研究会などとの連携協力、情報交換 
8)理事会・常務理事会の開催(各 2 回)  
9)その他 
 
第 74 回例会以降の活動報告 
 特別講演、記念講演の講師の先生方に講演要
旨の投稿をお願いし、会員にも寄稿いただくよ
う依頼した。参考資料「地区研究会の活動報告」
の作成のために、HP にまだ掲載されていない
平成 29 年度の活動について地区研究会の事務
局に問合せを行い、返答をいただいた。 
 第 75 回例会(会員持ち回り会場)は竹内 栄
先生(岡山大学理学部)のお世話で平成 30 年 6
月 29 日(金)13:30～岡山大学理学部 31 講義室
で開催されることが決まった。この例会では特
別講演 1 題と一般講演 7～8 題を企画している
が、特別講演は脊椎動物のメラノサイトを研究
されておられる長浜バイオ大学の山本博章先
生にお願いしている。一般講演の演題募集は 4
月中に会員宛に案内する予定である。懇親会は
例会終了後 18:00 から岡山大学生協ピーチユ
ニオン 4 階で開催を企画している。 
 第 76 回例会は目加田和之先生(岡山理科大
学)のお世話で平成 30 年 11月 16 日(金)13:30 
～加計学園50周年記念館ホール4階(岡山理科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大学)で開催し、引き続き懇親会の開催を予定
している。 
第 75 回、第 76 回例会の開催案内については
すでに本研究会の HPに掲載されている。 
 会員の異動として、平成 29年 11 月に㈱大熊
様が賛助会員として入会された。平成 30 年 3
月に橋本春奈氏（岡山大学自然生命科学研究支
援センター動物資源部門）が入会された。一方、
荒川雅行氏、上山和貴氏（岡山大学自然生命科
学研究支援センター動物資源部門）及び秋山耕
陽氏（岡山大学自然生命科学研究支援センター
動物資源部門津島南施設）は退職のため退会さ
れた。 
 
第 74 回例会以降の会計報告 
 平成 29(2017)年度の会計収支中間報告に変
更のあった項目と金額のみを下記に記す。収入
額は会費(22 人 28 口)28,000 円、賛助会費(9
社)270,000 円、寄付金(松山 誠先生)5,035 円
で、収入総額は 780,217 円、一方、支出額は通
信費 32,734 円、第 74 回例会補助 45,000 円、
雑費 13,874 円で、支出総額は 296,576 円とな
り、残額は 483,641 円となった。雑費の内訳は
振替手数料(7 社)760 円、収入印紙(200 円×
9)1,800円、振替受払通知票等再発行料514円、
花束(記念講演)(2 束)10,800 円である。前年度
よりやや多く繰り越すことになった。 
平成30(2018)年 1月 11日(木)に監事の先生
方によって会計監査が行われた。 
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